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平成２８年度日野市公営企業会計決算 

審査意見について 

 

 地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第３０条第２項の規定に基づき、

審査に付された平成２８年度日野市立病院事業会計決算報告書、財務諸表及び 

関係証書類について審査した結果、次のとおり意見を付します。 
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平成２８年度日野市公営企業会計決算 

審   査   意   見   書 
 

 

 

第１ 審査の概要 
 

 １ 審査の対象 

   平成２８年度日野市立病院事業会計決算 

 

 

 ２ 審査の期間 

   平成２９年６月６日から平成２９年８月３日まで 

 

 

 ３ 審査の手続 

   この審査にあたっては、市長から審査に付された決算関係書類が、公営企業

の経営成績及び財政状態を適正に表示しているかどうかを検証するため、諸会

計帳票及び証書類との照合等、通常実施すべき手続きにより審査した。 

   なお、事業が経済性及び公共性の特質を生かしているかどうかを主眼として

考察した。 
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第２ 審査の結果 
 

１ 決算諸表について 

  審査に付された決算諸表は、地方公営企業法及び関係法令に準拠して作成され、

病院事業の経営成績及び財政状態を適正に表示しているものと認められた。 

 

２ 経営状況について 

 ⑴ 収益的収入及び支出について 

  ア 病院事業収益は、表１に示すとおりである。 

   ◎病院事業収益は、８６億５１３万９千円で前年度８４億４,９０３万８千円

と比べ、１億５,６１０万２千円（１.８％）の増加となっている。 

   ○医業収益は、７０億７,５９９万３千円で前年度６９億１，０８５万円７千 

円と比べ１億６,５１３万６千円（２.４％）の増加となっている。 

   ・内訳は、入院収益４４億５,５８４万２千円で前年度４４億１,７８４万１

千円と比べ、３,８００万１千円（０.９％）の増加、外来収益２３億７,

５７１万２千円で前年度２２億５,６４９万３千円と比べ、１億１,９２１

万９千円（５.３％）の増加、その他医業収益２億４,４４３万９千円で前

年度２億３,６５２万３千円と比べ、７９１万６千円（３.３％）の増加と

なっている。 

   ○医業外収益は、１５億２,５７０万円で前年度１５億４７０万６千円と比べ、

２,０９９万４千円（１.４％）の増加となっている。 

   ・主なものは、国庫補助金２３０万６千円で前年度２３２万９千円と比べ  

２万３千円（１.０％）の減少、都補助金３億８,９９７万５千円で前年度

３億８,６８６万１千円と比べ、３１１万４千円（０.８％）の増加、負担

金交付金７億２,７９１万４千円で前年度７億４,１７８万７千円と比べ、

１,３８７万３千円（１.９％）の減少、他会計補助金は１億６,０００万

円で前年度１億１,０００万円と比べ、５,０００万円（４５.５％）の増

加、その他医業外収益１億３,３１５万５千円で前年度１億３,３６９万８

千円と比べ、５４万３千円（０.４％）の減少、長期前受金戻入は１億１,

２ ３ ３ 万 ７ 千 円 で 前 年 度 １ 億 ２ , ９ ８ ４ 万 １ 千 円 と 比 べ 、 

１，７５０万３千円（１３.５％）の減少となっている。 

   ○特別利益は、３４４万６千円で前年度３，３４７万４千円と比べ、 

３,００２万８千円（８９.７％）の減少となっている。 
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表１ 

病 院 事 業 収 益 年 度 比 較 表 
（単位：円：％） 

8,605,139,456 100.0 8,449,037,736 100.0 156,101,720 1.8

7,075,992,971 82.2 6,910,857,396 81.8 165,135,575 2.4

入 院 収 益 4,455,841,893 51.8 4,417,841,062 52.3 38,000,831 0.9

外 来 収 益 2,375,712,223 27.6 2,256,493,146 26.7 119,219,077 5.3

そ の 他
医 業 収 益

244,438,855 2.8 236,523,188 2.8 7,915,667 3.3

1,525,700,485 17.7 1,504,706,284 17.8 20,994,201 1.4

受 取 利 息
及 び 配 当 金

12,541 0.0 190,387 0.0 △ 177,846 △ 93.4

国 庫 補 助 金 2,306,000 0.0 2,329,000 0.0 △ 23,000 △ 1.0

都 補 助 金 389,975,000 4.5 386,861,000 4.6 3,114,000 0.8

負担金交付金 727,914,000 8.5 741,787,000 8.8 △ 13,873,000 △ 1.9

他会計補助金 160,000,000 1.9 110,000,000 1.3 50,000,000 45.5

そ の 他
医 業 外 収 益

133,155,445 1.5 133,698,234 1.6 △ 542,789 △ 0.4

長期前受金戻入 112,337,499 1.3 129,840,663 1.5 △ 17,503,164 △ 13.5

3,446,000 0.0 33,474,056 0.4 △ 30,028,056 △ 89.7

過 年 度
損 益 修 正 益

3,446,000 0.0 33,474,056 0.4 △ 30,028,056 △ 89.7

そ の 他
特 別 利 益

0 0.0 0 0.0 0 0.0

増 減 額
(A)－(B)

比率

対 前 年 度
             区  分

  科  目

医 業 収 益

医 業 外 収 益

特 別 利 益

病 院 事 業 収 益

平成２８年度 平成２７年度

決 算 額
(A)

決 算 額
(B)

構成比 構成比
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イ 病院事業費用は、表２に示すとおりである。 

   ◎病院事業費用は、８９億４,３３４万５千円で前年度８６億７,５０６万１

千円と比べ、２億６,８２８万４千円（３.１％）の増加となっている。 

   ○医業費用は、８７億１,６０７万７千円で前年度８５億２７９万８千円と比

べ、２億１,３２７万９千円（２.５％）の増加となっている。 

   ・主なものは、給与費４３億９,８４８万５千円で前年度４２億１,４０１万

１千円と比べ、１億８,４４７万５千円（４.４％）の増加、材料費１８億

３,１３０万４千円で前年度１７億７,８４３万７千円と比べ、５,２８６

万７千円（３.０％）の増加、経費１５億２,７５３万３千円で前年度１５ 

億４,４４０万７千円と比べ、１,６８７万４千円（１.１％）の減少、減価

償却費９億２,１７６万２千円で前年度９億４,１０５万１千円と比べ、 

１,９２８万９千円（２.０％）の減少、資産減耗費６６９万６千円で前年 

度４５７万８千円と比べ、２１１万８千円（４６.３％）の増加、研究研修

費３,０２９万６千円で前年度２,０３１万４千円と比べ９９８万３千円

（４９.１％）の増加となっている。 

   ○医業外費用は、１億５,７６８万７千円で前年度１億６,３８６万４千円と

比べ、６１７万７千円（３.８％）の減少となっている。 

   ・主なものは、支払利息１億３,９８５万１千円で前年度１億４,８０８万９

千円と比べ、８２３万７千円（５.６％）の減少、消費税及び地方消費税

１ ,７８３万５千円で前年度１ ,５７７万５千円と比べ２０６万円 

（１３.１％）の増加となっている。 

   ○特別損失は、６，９５８万２千円で前年度８３９万９千円と比べ、６,１１

８万２千円（７２８.４％）の増加となっている。 

   ・内訳は、過年度損益修正損６,７０３万円で前年度４３２万９千円と比べ、

６,２７０万１千円（１,４４８.４％）の増加、その他特別損失は 

２５５万２千円で前年度４０７万円と比べ１５１万９千円(３７.３％)の

減少となっている。 
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表２ 

病 院 事 業 費 用 年 度 比 較 表 
（単位：円：％） 

8,943,344,740 100.0 8,675,060,707 100.0 268,284,033 3.1

8,716,076,544 97.5 8,502,797,730 98.0 213,278,814 2.5

給 与 費 4,398,485,225 49.2 4,214,010,613 48.6 184,474,612 4.4

材 料 費 1,831,303,964 20.5 1,778,437,308 20.5 52,866,656 3.0

経 費 1,527,532,846 17.1 1,544,407,319 17.8 △ 16,874,473 △ 1.1

減価償却費 921,761,736 10.3 941,050,559 10.8 △ 19,288,823 △ 2.0

資産減耗費 6,696,313 0.1 4,578,147 0.1 2,118,166 46.3

研究研修費 30,296,460 0.3 20,313,784 0.2 9,982,676 49.1

157,686,526 1.8 163,863,620 1.9 △ 6,177,094 △ 3.8

支 払 利 息 139,851,226 1.6 148,088,520 1.7 △ 8,237,294 △ 5.6

消費税及び
地方消費税

17,835,300 0.2 15,775,100 0.2 2,060,200 13.1

69,581,670 0.8 8,399,357 0.1 61,182,313 728.4

過 年 度
損益修正損

67,030,050 0.7 4,328,957 0.0 62,701,093 1,448.4

そ の 他
特 別 損 失

2,551,620 0.0 4,070,400 0.0 △ 1,518,780 △ 37.3

平成２８年度 平成２７年度

比率

対 前 年 度

増 減 額
(A)－(B)

構成比

病 院 事 業 費 用

特 別 損 失

医 業 費 用

医 業 外 費 用

決 算 額
(A)

決 算 額
(B)

             区  分

  科  目 構成比
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  ウ 診療報酬の請求と審査減の状況は、表３に示すとおりである。 

    病院事業収益の中心は診療報酬であり、診療機関が保険者（社会保険診療

報酬支払基金等）に請求し、審査委員会の審査を経て収入されるものである

が、審査委員会の査定により減点されることがある。なお、審査減について

は、見直し後再請求している。 

 

表３ 

年度別診療報酬請求と審査減の状況 

入 院 

区        分 平成２８年度 平成２７年度 平成２６年度

件　数 9,951 9,581 8,716

点　数 444,380,718 439,227,239 419,496,030

件　数 526 574 648

点　数 527,595 553,696 651,539

請 求 に 対 す る 件　数 5.3 6.0 7.4

審査減の割合（％） 点　数 0.12 0.13 0.16

請        求

審   査   減

 外 来 

区        分 平成２８年度 平成２７年度 平成２６年度

件　数 158,312 158,235 152,372

点　数 237,564,830 227,114,909 216,793,899

件　数 2,857 2,565 2,245

点　数 648,681 579,483 596,074

請 求 に 対 す る 件　数 1.8 1.6 1.5

審査減の割合（％） 点　数 0.27 0.26 0.27

請        求

審   査   減

 

 ⑵ 経営成績について 

  ア 比較損益計算書（税抜き）は、表４に示すとおりである。 

   ・医業損失は、１４億１,２９９万３千円で前年度１３億６,６５６万８千円

と比べ４,６４２万５千円（３.４％）の増加となっている。 

   ・経常損失は、２億７,２１６万７千円で前年度２億５,１１６万円と比べ、

２,１００万６千円（８.４％）の増加となっている。 

・当年度純損失は、３億３,８２０万５千円で前年度２億２,６０２万３千円

と比べ、１億１,２１８万２千円（４９.６％）の増加となっている。 
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表４ 

比 較 損 益 計 算 書 
（単位：円：％） 

平成２６年度

対前年度

増 減 額 比率 比率

7,054,927,774 162,751,338 2.4 6,892,176,436 4.7 6,585,658,911

入 院 収 益 4,455,653,505 38,084,229 0.9 4,417,569,276 5.4 4,192,681,748

外 来 収 益 2,372,487,912 116,993,687 5.2 2,255,494,225 4.3 2,163,467,446

その他医業収益 226,786,357 7,673,422 3.5 219,112,935 △ 4.5 229,509,717

8,467,920,942 209,176,061 2.5 8,258,744,881 5.1 7,860,418,924

給 与 費 4,396,199,535 183,714,546 4.4 4,212,484,989 7.5 3,916,829,055

材 料 費 1,695,446,797 48,735,183 3.0 1,646,711,614 4.1 1,582,513,823

経 費 1,419,764,099 △ 15,321,618 △ 1.1 1,435,085,717 △ 1.6 1,458,436,669

減 価 償 却 費 921,761,736 △ 19,288,823 △ 2.0 941,050,559 8.8 865,291,040

資 産 減 耗 費 6,696,313 2,118,166 46.3 4,578,147 △ 72.6 16,684,240

研 究 研 修 費 28,052,462 9,218,607 48.9 18,833,855 △ 8.9 20,664,097

△ 1,412,993,168 △ 46,424,723 3.4 △ 1,366,568,445 7.2 △ 1,274,760,013

1,518,191,901 21,227,118 1.4 1,496,964,783 17.4 1,275,570,176

受取利息及び配当金 12,541 △ 177,846 △ 93.4 190,387 △ 22.0 244,031

国 庫 補 助 金 2,306,000 △ 23,000 △ 1.0 2,329,000 40.2 1,661,000

都 補 助 金 389,975,000 3,114,000 0.8 386,861,000 △ 2.9 398,440,000

負担金交付金 727,914,000 △ 13,873,000 △ 1.9 741,787,000 34.5 551,338,000

他会計補助金 160,000,000 50,000,000 45.5 110,000,000 59.4 69,000,000

その他医業外収益 125,646,861 △ 309,872 △ 0.2 125,956,733 0.4 125,422,701

長期前受金戻入 112,337,499 △ 17,503,164 △ 13.5 129,840,663 0.3 129,464,444

377,365,368 △ 4,191,178 △ 1.1 381,556,546 △ 2.7 392,153,630

支 払 利 息 139,851,226 △ 8,237,294 △ 5.6 148,088,520 △ 9.3 163,191,996

消 費 税 17,835,300 2,060,200 13.1 15,775,100 1.2 15,588,500

雑 損 失 219,678,842 1,985,916 0.9 217,692,926 2.0 213,373,134

1,140,826,533 25,418,296 2.3 1,115,408,237 26.3 883,416,546

△ 272,166,635 △ 21,006,427 8.4 △ 251,160,208 △ 35.8 △ 391,343,467

3,446,000 △ 30,028,056 △ 89.7 33,474,056 3,304.3 983,274

3,446,000 △ 30,028,056 △ 89.7 33,474,056 3,304.3 983,274

0 0 0.0 0 0.0 0

69,484,649 61,147,830 733.5 8,336,819 △ 95.3 176,271,285

66,933,029 62,666,610 1,468.8 4,266,419 △ 97.6 176,271,285

2,551,620 △ 1,518,780 △ 37.3 4,070,400 皆増 0

△ 66,038,649 △ 91,175,886 △ 362.7 25,137,237 △ 114.3 △ 175,288,011

△ 338,205,284 △ 112,182,313 49.6 △ 226,022,971 △ 60.1 △ 566,631,478

△ 8,245,290,201 △ 226,022,971 2.8 △ 8,019,267,230 13.4 △ 7,069,923,954

0 0 皆減 0 △ 100.0 △ 382,711,798

8,583,495,485 338,205,284 4.1 8,245,290,201 2.8 8,019,267,230

金　　　額

医 業 外 費 用 (E)

そ の 他 特 別 利 益

医 業 費 用 (B)

医 業 外 収 益 (D)

医 業 収 益 (A)

医業損益(C)=(A)-(B)

平成２８年度

その他未処分利益剰余金変動額

過年度損益修正益

過年度損益修正損

特 別 利 益 (H)

当年度未処理欠損金

前年度繰越利益剰余金

特別損益 (J)=(H)-(I)

当 年 度 純 損 益
(K)=(G)+(J)

特 別 損 失 (I)

平成２７年度

そ の 他 特 別 損 失

医 業 外 損 益 (F)=(D)-(E)

経常損益 (G)=(C)+(F)

金　　　額
対 前 年 度

金　　　額
科　　目
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イ 病院利用状況は、表５に示すとおりである。 

 

表５ 

病院利用状況等年度比較表 

 

対前年度

増減率（％）

床 床 床

300 300 300

％ ％ ％

83.4 82.1 79.3

人 人 人

91,270 90,135 86,882

人 人 人

250.1 246.3 238

人 人 人

210,380 211,408 204,700

人 人 人

865.8 870 838.9

人 人 人

301,650 301,543 291,582

人 人 人

1,115.9 1,116.3 1,076.9

％ ％ ％

230.5 234.5 235.6

人 人 人

4.7 4.9 4.9

人 人 人

10.9 11.6 11.4

人 人 人

1.1 1.2 1.2

人 人 人

2.6 2.9 2.8

％ ％ ％

15.1 14.9 15.0

％ ％ ％

9.9 10.0 9.9

％ ％ ％

0.9 0.9 0.9

％ ％ ％

25.9 25.8 25.8

％ ％ ％

62.2 61.0 59.3

備　　　考

病 床 数 0.0

区　　　分 平成２８年度 平成２７年度 平成２６年度

病 床 利 用 率 1.3

患
　
　
　
　
　
　
　
　
者
　
　
　
　
　
　
　
　
数

入
　
　
院

年 間 1.3

合
　
　
計

比 率

一 日 平 均 △ 0.0

外 来 ・ 入 院 患 者

年延入院患者数（A)

一 日 平 均 1.5

外
　
　
来

年 間 △ 0.5 年延外来患者数（C)

△ 4.0

（A)／入院診療日数（B)

△ 6.0

看
護
部
門
職
員

入 院 △ 8.3

△ 10.3外 来

対
医
業
収
益
比

材
　
料
　
費

薬 品 費 0.2

診療材料費 △ 0.1

0.0
その他医療
材 料 費

給 与 費 1.2

年 間 0.0

一 日 平 均 △ 0.5

職
員
一
人
当
た
り
患
者
数

医
　
　
師

入 院 △ 4.1

外 来

合 計 0.1

（C)／年延看護部門職員数

薬品費／医業収益×100

診療材料費／医業収益
×100

その他医療材料費
／医業収益×100

医療材料費／医業収益×100

（A)／年延病床数×100

（C)／（A)×100

給与費／医業収益×100

（A)／年延医師数

（C)／年延医師数

（A)／年延看護部門職員数

（C)／外来診療日数（D)
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ウ 診療科別利用状況は、入院(表６)、外来(表７)に示すとおりである。 

 
表６ 

診 療 科 別 利 用 状 況 年 度 比 較 表 

入  院                      （ 単 位 ： 人 ： ％ ： 点 ） 

内 科 30,403 33.3 117,663,454.6 26.4 28,596 31.7 111,663,447.6 25.3 6.3

循 環 器 科 7,353 8.1 39,845,531.2 8.9 7,212 8.0 39,379,763.3 8.9 2.0

小 児 科 4,192 4.6 20,214,856.8 4.5 4,455 4.9 20,163,673.1 4.6 △ 5.9

外 科 14,874 16.3 90,914,231.8 20.4 16,391 18.2 98,426,958.2 22.3 △ 9.3

整 形 外 科 16,803 18.4 86,507,195.0 19.4 17,889 19.8 93,103,504.2 21.1 △ 6.1

脳 神 経 外 科 2,933 3.2 13,104,007.3 2.9 2,663 3.0 11,249,898.7 2.5 10.1

皮 膚 科 740 0.8 2,573,972.0 0.6 982 1.1 3,366,499.9 0.8 △ 24.6

泌 尿 器 科 3,639 4.0 16,297,692.2 3.7 3,481 3.9 15,277,322.9 3.5 4.5

産 婦 人 科 4,041 4.4 26,221,298.7 5.9 4,254 4.7 24,736,261.5 5.6 △ 5.0

眼 科 2,082 2.3 11,205,208.0 2.5 1,884 2.1 11,656,991.2 2.6 10.5

耳 鼻 咽 喉 科 1,656 1.8 9,550,819.5 2.1 1,766 2.0 9,514,815.0 2.2 △ 6.2

歯 科 口 腔 外 科 939 1.0 4,673,967.8 1.0 415 0.5 2,087,758.2 0.5 126.3

麻 酔 科 73 0.1 528,467.4 0.1 147 0.2 1,157,212.4 0.3 △ 50.3

救 急 科 1,542 1.7 6,283,487.0 1.4 0 0.0 0.0 0.0 皆増

合　　　　計 91,270 100.0 445,584,189.3 100.0 90,135 100.0 441,784,106.2 100.0 1.3

平成２８年度 平成２７年度
　　　　　区 分

 科  別

対前年度
延患者数
増減率延患者数 構成比 収入点数 構成比 延患者数 構成比 収入点数 構成比
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表７ 

診 療 科 別 利 用 状 況 年 度 比 較 表 

外  来                      （ 単 位 ： 人 ： ％ ： 点 ） 

内 科
（ 透 析 含 む ）

54,613 26.0 86,987,855.0 36.6 55,587 26.3 81,813,170.7 36.3 △ 1.8

循 環 器 科 11,813 5.6 13,099,451.6 5.5 11,470 5.4 12,666,746.4 5.6 3.0

小 児 科 12,233 5.8 11,301,565.1 4.8 12,753 6.0 10,109,963.6 4.5 △ 4.1

外 科 17,591 8.4 41,641,898.6 17.5 17,552 8.3 42,622,094.2 18.9 0.2

整 形 外 科 29,240 13.9 17,635,309.4 7.4 29,371 13.9 18,306,813.0 8.1 △ 0.4

脳 神 経 外 科 3,754 1.8 3,698,853.4 1.6 3,973 1.9 3,963,961.2 1.8 △ 5.5

皮 膚 科 12,394 5.9 4,579,170.1 1.9 13,104 6.2 4,956,648.6 2.2 △ 5.4

泌 尿 器 科 15,727 7.5 19,185,506.3 8.1 15,653 7.4 15,843,806.4 7.0 0.5

産 婦 人 科 7,920 3.8 9,197,327.5 3.9 8,383 4.0 8,675,831.5 3.8 △ 5.5

眼 科 9,259 4.4 6,809,651.2 2.9 9,550 4.5 5,902,160.3 2.6 △ 3.0

耳 鼻 咽 喉 科 12,359 5.9 7,318,525.0 3.1 13,004 6.2 8,668,846.7 3.8 △ 5.0

精 神 科 3,591 1.7 2,054,679.2 0.9 3,620 1.7 2,095,027.7 0.9 △ 0.8

歯 科 口 腔 外 科 9,302 4.4 6,286,891.0 2.6 9,804 4.6 5,910,277.6 2.6 △ 5.1

リ ハ ビ リ テ ー
シ ョ ン 科

4,449 2.1 2,052,162.3 0.9 3,634 1.7 1,537,302.2 0.7 22.4

放 射 線 科 236 0.1 627,132.7 0.3 245 0.1 664,050.9 0.3 △ 3.7

麻 酔 科 3,909 1.9 1,909,160.1 0.8 3,705 1.8 1,912,613.6 0.8 5.5

救 急 科 1,990 0.9 3,186,083.8 1.3 0 0.0 0.0 0.0 皆増

合　　　　計 210,380 100.0 237,571,222.3 100.0 211,408 100.0 225,649,314.6 100.0 △ 0.5

　　　　　区 分

 科  別

対前年度
延患者数
増減率延患者数 構成比 収入点数 構成比 延患者数 構成比 収入点数 構成比

平成２８年度 平成２７年度
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  エ 職員配置状況は、表８に示すとおりである。 

 

表８ 

職 員 配 置 状 況 年 度 末 比 較 表 
（単位：人） 

医 師 53 50 49 3

看 護 職 員 222 212 199 10

医 療 技 術 職 員 54 52 51 2

事 務 職 員 25 22 21 3

そ の 他 の 職 員 0 0 0 0

合　　計 354 336 320 18

平成２８年度 平成２７年度 平成２６年度
         年  度
  区  分 対前年度増減

 

 

・当年度末職員総数は、３５４人で前年度末３３６人と比べ、１８人 

（５.４％）の増加となっている。 

・当年度末医師数は、５３人で前年度末５０人と比べ、３人（６.０％）の増

加となっている。 

・当年度末看護職員数は、２２２人で前年度末２１２人と比べ、１０人 

（４.７％）の増加となっている。 

・当年度末医療技術職員数は、５４人で前年度末５２人と比べ、２人 

（３.８％）の増加となっている。 

・当年度末事務職員は、２５人で前年度末２２人と比べ、３人（１３.６％）

の増加となっている。 

 

   □注  看 護 職 員 ： 助産師、看護師、准看護師 

     医療技術職員 ： 薬剤師、診療放射線技師、臨床検査技師、理学療法士、

作業療法士、臨床工学技士、栄養士 

     その他の職員 ： 用務員 
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 ⑶ 薬品及び貯蔵品について 

  ア 薬品使用効率は、表９に示すとおりである。 

   ・薬品使用効率は、７４.４％で前年度６６.３％と比べ、８.１ポイントの増

加となっている。 

   ・投薬薬品使用効率は、６３.５％で前年度６７.３％と比べ、３.８ポイント

の減少となっている。 

   ・注射薬品使用効率は、７６.６％で前年度６６.０％と比べ、１０.６ポイン

トの増加となっている。 

 

表９ 

薬 品 使 用 効 率 年 度 比 較 表 
（単位：％） 

74.4 66.3 65.8
投薬注射薬品収入／
投薬注射薬品費×100

投薬薬品使用効率 63.5 67.3 63.1
投薬薬品収入／
投薬薬品費×100

注射薬品使用効率 76.6 66.0 66.5
注射薬品収入／
注射薬品費×100

薬 品 使 用 効 率

平成２８年度 平成２７年度 備　　考平成２６年度
              年　度
 区　分

 

イ 薬品の管理について 

     薬品の管理は、入庫から出庫まで薬品管理システムで記録し事務の迅速

化が図られ、毒薬、劇薬等は薬事法に基づき普通薬品と明確に区別して保

管されており、良好な管理下にあるものと認められた。 

  ウ 貯蔵品額等の年度比較は次のとおりである。 

   ・貯蔵品額は、薬品３,０１９万４千円で前年度３,１６３万５千円と比べ、 

１４４万２千円（４.６％）の減少となっている。 

   ・資産減耗費のうち棚卸資産減耗費は、２２９万９千円で前年度１７３万４

千円と比べ、５６万５千円（３２.６％）の増加となっている。 
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３ 資本的収入及び支出について 

 ⑴ 資本的収支状況について 

  ア 資本的収支状況は、表10に示すとおりである。 

   ・資本的収入は、３億９,８１４万７千円で前年度３億５,５４２万４千円と

比べ４,２７２万４千円（１２.０％）の増加となっている。 

   ・資本的支出は、９億６,１６９万１千円で前年度８億７,４５８万６千円と

比べ、８,７１０万５千円（１０.０％）の増加となっている。 

  イ 資本的収入を項別にみると、次のとおりである。 

・都補助金は、７,８４８万４千円で前年度７,６９７万１千円と比べ、 

１５１万３千円（２.０％）の増加となっている。 

・出資金は、２億４,４５８万６千円で前年度２億１,８２１万３千円と比べ

２,６３７万３千円（１２.１％）の増加となっている。 

・寄附金は、１７万円で前年度２２万７千円と比べ５万７千円 

（２５.０％）の減少となっている。 

・企業債は、７,４００万円で前年度６,０００万円と比べ、１,４００万円 

（２３.３％）の増加となっている。 

・助産師、看護師貸付金返還金は、９０万２千円で皆増となっている。 

ウ 資本的支出を項別にみると、次のとおりである。 

・ 建設改良費は、３億７,１５６万７千円で前年度３億１,４２０万９千円

と比べ、５,７３５万８千円（１８.３％）の増加となっている。 

・助産師、看護師貸付金は、１,００１万３千円で前年度８４６万５千円と 

比べ１５４万８千円（１８.３％）の増加となっている。 

・企業債償還金は、５億３,４７４万１千円で前年度５億６６１万３千円と

比べ、２,８１２万８千円（５.６％）の増加となっている。 

・基金積立金は、１７万５千円で前年度２４万円と比べ、６万５千円（２６.

９％）の減少となっている。 

・他会計からの長期借入金償還金は、４,５１９万５千円で前年度４,５０６

万円と比べ、１３万５千円（０.３％）の増加となっている。 
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表10 

資 本 的 収 支 状 況 年 度 比 較 表 
（単位：円：％） 

決 算 額
(A)

構成比
決 算 額

(B)
構成比

増 減 額
(A)－(B)

比率

398,147,459 100.0 355,423,740 100.0 42,723,719 12.0

都 補 助 金 78,484,000 19.7 76,971,000 21.7 1,513,000 2.0

出 資 金 244,586,000 61.4 218,213,000 61.4 26,373,000 12.1

寄 附 金 170,000 0.0 226,800 0.1 △ 56,800 △ 25.0

基 金 積 立 金
利 息

5,179 0.0 12,940 0.0 △ 7,761 △ 60.0

企 業 債 74,000,000 18.6 60,000,000 16.9 14,000,000 23.3

助産師、看護師
貸 付 金 返 還 金

902,280 0.2 0 0.0 902,280 皆増

961,690,951 100.0 874,586,108 100.0 87,104,843 10.0

建 設 改 良 費 371,566,716 38.6 314,209,163 35.9 57,357,553 18.3

助 産 師 、 看
護 師 貸 付 金

10,013,040 1.0 8,464,742 1.0 1,548,298 18.3

企 業 債 償 還 金 534,741,133 55.6 506,612,758 57.9 28,128,375 5.6

基 金 積 立 金 175,179 0.0 239,740 0.0 △ 64,561 △ 26.9

他会計からの長期
借 入 金 償 還 金

45,194,883 4.7 45,059,705 5.2 135,178 0.3

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

対 前 年 度            区  分

  科  目

平成２７年度平成２８年度

 

  エ 企業債償還状況は、表11に示すとおりである。 

表11 

企 業 債 償 還 状 況 
（単位：円） 

平成28年度末

当年度償還額 償還額累計 現　在　高

11,104,700,000 534,741,133 4,232,513,860 6,872,186,140

発行総額　
償　還　額

 

 ⑵ 建設改良工事について 

当年度建設改良工事はなかった。 

 ⑶ 有形固定資産の購入状況について 

有形固定資産購入状況は、表12に示すとおりである。 

医療器械等購入費は、１億３,６０３万２千円で前年度１億６８２万円と比べ、

２,９２１万１千円（２７.３％）の増加となっている。 
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表12 

有形固定資産購入状況表（１機100万円以上） 

品　　　　名 数量 購入額（円） 設置場所 納入年月日

病棟
（6西・6東・4西)

看護部
（４階西病棟）

手術室
（眼科）

手術室
（泌尿器科）

手術室
（産婦人科）

看護部
（４階西病棟）TOPLINE TP20.2AP/AT

閉鎖式保育器

ベットパンウォッシャー

整形外科

3,153,600

栄養科

小川医理器

1 18,792,000

ＧＥヘルスケアジャパン

日野市立病院人事給与システム

オリンパス
オリンパス光学視管12°ほか

7,619,400

H28.12.9

パナソニックデバイスマテリアル

H28.10.26

1

1

4,428,000

ＭＳ－4Ｓ

ＣＮＳ－6101，ＷＥＰ－5208

8,391,600

2,094,984

1,285,200

1
日本光電東京

メーカー・規格

美和医療電機

アコム、オリンパス

H28.9.15

H28.10.1

H28.9.28

H28.9.15

H28.7.29

10,584,000

ＶＩＯ300Ｄ／ＡＰＣ2
オリンパス
ＥＮＦ／ＶＴ2

H28.9.30

H28.11.7

1

1

物質併用電気手術器 内視鏡室

1 1,674,000
タカラベルモント

1

H29.3.16

H28.12.27温冷配膳車 2,160,000

1,591,596

H28.12.1
カールツァイスメディテック
OPMI LumeraT/S88

手術用顕微鏡

アイテックス

デリカートＧ3　ＣＤ1328Ｈ
アトムメディカル

1

総務課 H28.10.13

Ｖｅｎｕｅ50

インキュｉ（体重モニタ付）

1鼻咽頭ビデオスコープ

1

1

1

PRO-STAFF-α人事・給与データベースサーバー

ベットサイドモニタ

超音波画像診断装置

日本光電東京

保冷庫

2,257,200

ＢＳＭ－6501，ＢＳＭ－1763（搬送用）
13,284,000

眼科手術台
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４ 財政状況について 

 

 病院事業の財政状況は、表13に示すとおりである。 

 

⑴  資産総額は、８１億５,６８５万１千円で前年度８９億７１万２千円と比べ、

７億４,３８６万２千円（８.４％）の減少となっている。 

  ア 固定資産は、６２億９３２万４千円で前年度６９億８,７８０万円と比べ、

７億７,８４７万６千円（１１.１％）の減少となっている。 

(ｱ) 有形固定資産は、６１億２,８０９万１千円で前年度６９億１,３３０

万１千円と比べ、７億８,５２１万円（１１.４％）の減少となってい

る。内訳は、立木・建物・構築物は、前年度と同額である。器械備品
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は、３５億９,８２８万４千円で前年度３５億５,０２０万４千円と比

べ、４,８０８万１千円（１.４％）の増加、リース資産は、１０億４,

０８０万５千円で前年度１０億７,０１０万４千円と比べ、２,９２９

万９千円（２.７％）の減少となっている。なお、償却資産は、減価償

却を行っている。 

   (ｲ) 無形固定資産は、１０万２千円で前年度と同額である。 

  イ 流動資産は、１９億４,７５２万７千円で前年度１９億１,２９１万３千円

と比べ、３,４６１万５千円（１.８％）の増加となっている。 

   (ｱ) 現金預金は、７億６,２６１万円で前年度６億４,２５６万９千円と比べ、

１億２,００４万１千円（１８.７％）の増加となっている。 

   (ｲ) 未収金は、１１億５,０１３万５千円で前年度１２億３,２６２万５千円

と比べ、８,２４９万１千円（６.７％）の減少となっている。 

   (ｳ) 貯蔵品は、３,０１９万４千円で前年度３,１６３万５千円と比べ、 

１４４万２千円（４.６％）の減少となっている。 

   (ｴ)その他流動資産は、４５８万９千円で前年度６０８万３千円と比べ、 

１４９万４千円（２４.６％）の減少となっている。 

  ウ 繰延勘定は、０円で前年度と同一である。 

⑵  負債総額は、９０億６,８９４万円で前年度９７億１,９３５万７千円と比べ、

６億５,０４１万７千円（６.７％）の減少となっている。 

  ア 固定負債は、７１億５,４９７万２千円で前年度７７億６,２４２万４千円

と比べ、６億７４５万２千円（７.８％）の減少となっている。 

(ｱ) 企業債は、６３億６,２２４万２千円で前年度６７億９,８１８万６千円

と比べ、４億３,５９４万４千円（６.４％）の減少となっている。 

(ｲ) 他会計借入金は、２億２,８７０万円で前年度２億７,４０３万１千円と

比べ、４,５３３万円（１６.５％）の減少となっている。 

(ｳ) リース債務は、２億２,０１６万７千円で前年度４億２,７２２万円と比

べ、２億７０５万４千円（４８.５％）の減少となっている。 

(ｴ) 退職給与引当金は、２億７,８４１万３千円で前年度１億９，７５３万

６千円と比べ、８,０８７万６千円（４０.９％）の増加となっている。 

(ｵ) 修繕引当金は、６,５４５万円で前年度と同額である。 

  イ 流動負債は、１５億６,２５３万９千円で前年度１５億７,１６５万１千円

と比べ、９１１万２千円（０.６％）の減少となっている。 
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(ｱ) 企業債は、５億９９４万４千円で前年度５億３,４７４万１千円と比べ、

２,４７９万７千円（４.６％）の減少となっている。 

   (ｲ) 他会計借入金は、４,５３３万円で前年度４,５１９万５千円と比べ、１

３万６千円（０.３％）の増加となっている。 

(ｳ) リース債務は、１億９,３４８万９千円で前年度２億１,７０５万４千円

と比べ、２,３５６万４千円（１０.９％）の減少となっている。 

(ｴ) 未払金は、６億１５４万１千円で前年度５億４,８００万３千円と比べ、

５,３５３万８千円（９.８％）の増加となっている。 

 (ｵ) 前受金は、５５２万５千円で前年度５２３万４千円と比べ、２９万１千

円（５.６％）の増加となっている。 

      (ｶ) 賞与引当金は、２億５４０万４千円で前年度２億２,０２１万６千円と比

べ、１,４８１万２千円（６.７％）の減少となっている。 

      (ｷ) その他流動負債は、１３０万５千円で前年度１２０万８千円と比べ、   

９万７千円（８.０％）の増加となっている。 

⑶  資本総額は、△９億１,２０８万９千円で前年度△８億１,８６４万５千円と

比べ、９,３４４万４千円（１１.４％）の減少となっている。 

  ア 資本金は、７６億１,９３３万９千円で前年度７３億７,４７５万３千円と

比べ、２億４,４５８万６千円（３.３％）の増加となっている。 

  イ 剰余金は、△８５億３,１４２万８千円で前年度△８１億９,３３９万８千

円と比べ、３億３,８０３万円（４.１％）の減少となっている。 

   (ｱ) 資本剰余金は、５,２０６万８千円で前年度５,１８９万２千円と比べ、

１７万５千円（０.３％）の増加となっている。 

   (ｲ) 欠損金は、８５億８,３４９万５千円で前年度８２億４,５２９万円と比

べ、３億３,８２０万５千円（４.１％）の増加となっている。 
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表13 

比 較 貸 借 
 

借 方

増 減 額 比率

6,209,323,712 76.1 △ 778,476,140 △ 11.1 6,987,799,852 78.5 △ 10.3 7,789,692,097 80.5

6,128,090,866 75.1 △ 785,210,459 △ 11.4 6,913,301,325 77.7 △ 10.4 7,719,827,652 79.8

土 地 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0

立 木 34,986,000 0.4 0 0.0 34,986,000 0.4 0.0 34,986,000 0.4

資 建 物 12,156,289,428 149.0 0 0.0 12,156,289,428 136.6 0.0 12,156,289,428 125.7

構 築 物 113,258,350 1.4 0 0.0 113,258,350 1.3 0.0 113,258,350 1.2

器械備品 3,598,284,404 44.1 48,080,689 1.4 3,550,203,715 39.9 1.3 3,506,256,918 36.2

リース資産 1,040,805,150 12.8 △ 29,298,581 △ 2.7 1,070,103,731 12.0 △ 3.3 1,106,653,654 11.4

産
減 価 償 却
累 計 額 10,815,532,466 △ 132.6 803,992,567 8.0 10,011,539,899 △ 112.5 8.8 9,197,616,698 △ 95.1

101,508 0.0 0 0.0 101,508 0.0 0.0 101,508 0.0

電話加入権 101,508 0.0 0 0.0 101,508 0.0 0.0 101,508 0.0

81,131,338 1.0 6,734,319 9.1 74,397,019 0.8 6.6 69,762,937 0.7

の 長期貸付金 29,064,836 0.4 6,559,140 29.1 22,505,696 0.3 24.3 18,111,354 0.2

基 金 52,066,502 0.6 175,179 0.3 51,891,323 0.6 0.5 51,651,583 0.5

1,947,527,148 23.9 34,614,555 1.8 1,912,912,593 21.5 1.6 1,883,259,740 19.5

762,609,958 9.3 120,040,799 18.7 642,569,159 7.2 △ 3.8 668,226,433 6.9

部 1,150,134,723 14.1 △ 82,490,673 △ 6.7 1,232,625,396 13.8 4.9 1,175,548,026 12.2

30,193,536 0.4 △ 1,441,921 △ 4.6 31,635,457 0.4 △ 5.6 33,509,125 0.3

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0

4,588,931 0.1 △ 1,493,650 △ 24.6 6,082,581 0.1 1.8 5,976,156 0.1

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0

8,156,850,860 100.0 △ 743,861,585 △ 8.4 8,900,712,445 100.0 △ 8.0 9,672,951,837 100.0

構成比
対 前 年 度

金 額 構成比
対前年度

比率
金 額

平成２７年度 平成２６年度

構成比

投 資

流 動 資 産

金 額

保管有価証券

その他流動資産

繰 延 勘 定

新病院建設費

資 産 合 計

平成２８年度

現 金 預 金

未 収 金

貯 蔵 品

科 目

固 定 資 産

有形固定資産

無形固定資産

前 払 金
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対 照 表 
（単位：円：％） 

貸 方

増 減 額 比率

7,154,971,638 87.7 △ 607,452,174 △ 7.8 7,762,423,812 87.2 △ 6.9 8,337,457,482 86.2

6,362,241,677 78.0 △ 435,944,463 △ 6.4 6,798,186,140 76.4 △ 6.5 7,272,927,273 75.2

228,700,388 2.8 △ 45,330,468 △ 16.5 274,030,856 3.1 12.2 244,302,517 2.5

220,166,638 2.7 △ 207,053,633 △ 48.5 427,220,271 4.8 △ 34.1 648,072,057 6.7

278,412,521 3.4 80,876,390 40.9 197,536,131 2.2 85.1 106,705,221 1.1

負 65,450,414 0.8 0 0.0 65,450,414 0.7 0.0 65,450,414 0.7

1,562,539,129 19.2 △ 9,111,807 △ 0.6 1,571,650,936 17.7 △ 8.1 1,710,325,780 17.7

債 509,944,463 6.3 △ 24,796,670 △ 4.6 534,741,133 6.0 5.6 506,612,758 5.2

45,330,468 0.6 135,585 0.3 45,194,883 0.5 △ 62.3 119,982,927 1.2

の 193,489,374 2.4 △ 23,564,252 △ 10.9 217,053,626 2.4 5.6 205,584,584 2.1

601,540,824 7.4 53,537,530 9.8 548,003,294 6.2 △ 18.8 675,094,511 7.0

部 5,525,000 0.1 291,000 5.6 5,234,000 0.1 △ 5.7 5,548,000 0.1

205,404,000 2.5 △ 14,812,000 △ 6.7 220,216,000 2.5 12.5 195,780,000 2.0

1,305,000 0.0 97,000 8.0 1,208,000 0.0 △ 29.9 1,723,000 0.0

351,428,785 4.3 △ 33,853,499 △ 8.8 385,282,284 4.3 △ 11.7 436,242,931 4.5

351,428,785 4.3 △ 33,853,499 △ 8.8 385,282,284 4.3 △ 11.7 436,242,931 4.5

9,068,939,552 111.2 △ 650,417,480 △ 6.7 9,719,357,032 109.2 △ 7.3 10,484,026,193 108.4

7,619,339,211 93.4 244,586,000 3.3 7,374,753,211 82.9 3.0 7,156,540,211 74.0

7,619,339,211 93.4 244,586,000 3.3 7,374,753,211 82.9 3.0 7,156,540,211 74.0

資 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0

企 業 債 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0

本 △ 8,531,427,903 △ 104.6 △ 338,030,105 4.1 △ 8,193,397,798 △ 92.1 2.8 △ 7,967,614,567 △ 82.4

52,067,582 0.6 175,179 0.3 51,892,403 0.6 0.5 51,652,663 0.5

の 国庫補助金 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0

都補助金 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0

部
他 会 計
補 助 金

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0

寄 附 金 51,792,545 0.6 170,000 0.3 51,622,545 0.6 0.4 51,395,745 0.5

基金積立金
利 息 275,037 △ 0.0 5,179 1.9 269,858 0.0 5.0 256,918 0.0

そ の 他
資本剰余金 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0

8,583,495,485 △ 105.2 338,205,284 4.1 8,245,290,201 △ 92.6 2.8 8,019,267,230 △ 82.9

当 年 度 未
処理欠損金 8,583,495,485 △ 105.2 338,205,284 4.1 8,245,290,201 △ 92.6 2.8 8,019,267,230 △ 82.9

△ 912,088,692 △ 11.2 △ 93,444,105 11.4 △ 818,644,587 △ 9.2 0.9 △ 811,074,356 △ 8.4

8,156,850,860 100.0 △ 743,861,585 △ 8.4 8,900,712,445 100.0 △ 8.0 9,672,951,837 100.0

金 額 構成比金 額 構成比
対 前 年 度

金 額 構成比
対前年度
比率

負 債 合 計

資 本 金

自己資本金

借入資本金

未 払 金

科 目

修繕引当金

平成２７年度 平成２６年度平成２８年度

流 動 負 債

企 業 債

他会計借入金

リース債務

負 債 資 本 合 計

資 本 合 計

固 定 負 債

企 業 債

その他流動負債

資本剰余金

剰 余 金

欠 損 金

前 受 金

退 職 給 付
引 当 金

他会計借入金

リース債務

繰 延 収 益

長期前受金

賞与引当金
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第３ 意見・要望等 
 

 平成２８年度は、平成２５年度から実施している「日野市立病院第２次改革プラ

ン」の４年目にあたる。改革プランの具体的な施策として、救急科を標榜し、救急

専門医及び看護師を確保することにより、救急車受入数の大幅な増加、入院患者数

の増加、病床利用率の向上という成果を得た。また、収益向上を図るため、医師、

看護師等人材を確保し様々な内部的施策を実施している。一方、老朽化した医療機

器を最新の機器に入れ替え医療の質的向上をめざしている。また、大規模修繕計画

に基づき施設、設備の修繕を引き続き実施した。 

 その結果、病院利用状況は、入院患者数９万１,２７０人で、前年度比１.３％増

加した。病床利用率は８３.４％で、前年度比１.３ポイント増加した。しかし外来

患者数は２１万３８０人で、前年度比０.５％減少した。 

 救急車受入件数は３,８５６件で、前年度比１４.５％増加した。紹介率は 

５０.０％で、前年度比４.７ポイント増加した。また、逆紹介率も３１.５％で、前

年度比９.７ポイントと大きく増加した。 

 収益的収入及び支出の状況は、病院事業収益が８６億５１３万９千円で、前年度

比１.８％増加した。うち医業収益は７０億７,５９９万３千円で、前年度比 

２.４％増加した。医業収益のうち、入院収益は４４億５,５８４万２千円で、前年

度比０.９％増加した。外来収益は２３億７,５７１万２千円で、前年度比５.３％増

加した。増減の理由としては、入院収益は、1 人当たり単価は前年度比１９４円減

少したが、入院患者数が前年度比１.３％増加し病床利用率が１.３ポイント増加し

たこと、外来収益は、延患者数が前年度比１,０２８人減少したが、１人当たり単価

は前年度比６１８円増加したことによるものである。 

 病院事業費用は８９億４,３３４万５千円で、前年度比３.１％増加した。うち医

業費用は８７億１,６０７万７千円で、前年度比２.５％増加した。主な医業費用の

増減内訳は、給与費が４.４％の増加、材料費が３.０％の増加、経費が１.１％の減

少、減価償却費が２.０％の減少、資産減耗費が４６.３％の増加となっている。 

 資本的収入及び支出の状況では、資本的収入が３億９,８１４万７千円で、前年度

比１２.０％増加した。主な増減内訳は、出資金が１２.１％の増加、企業債が 



－21－ 

２３.３％の増加となっている。 

 資本的支出は９億６,１６９万１千円で前年度比１０.０％増加した。主な増減内

訳は、建設改良費が１８.３％の増加、企業債償還金が５.６％の増加、他会計から

の長期借入金償還金が０.３％の増加となっている。 

 平成２８年度の市立病院の経営成績は、純損失額３億３,８２０万５千円となり、

前年度２億２,６０２万３千円と比較すると１億１,２１８万２千円（４９.６％）増

加し、当年度末未処理欠損金は８５億８,３４９万５千円となった。 

病床利用率の増加等に伴う医業収益の増加や経費はやや減少したものの、制度改

正等に伴う給与費の増加や材料費が増加したこと等によるものである。 

なお、一般会計からの繰入金額は、給与費の制度改正や故障した医療機器の緊急

対応などの補てんとして１１億３,２５０万円となり、前年度１０億７,０００万円

と比較すると６,２５０万円（５.８％）増加した。 

この結果、減価償却費等を除いた単年度の現金ベース収支では、４,８８６万３千

円の黒字となっている。 

 

 主な経営指標で前年度と第２次改革プランの目標数値との比較をしてみると、経

常収支比率は９６.９％で、前年度比０.２ポイントの減少で、目標値に比べると 

４.０ポイント下回った。 

 医業収支比率は８１.２％で、前年度比０.１ポイントの減少で、目標値に比べる

と８.０ポイント下回った。 

 給与費対医業収益比率は６２.２％で、前年度比１.２ポイントの増加で、目標値

に比べると１１.３ポイント上回った。 

 材料費対医業収益比率は２５.９％で、前年度比０.２ポイントの増加で、目標値

に比べると１.４ポイント上回った。 

 病床利用率は８３.４％で、前年度比１.３ポイントの増加で、目標値に比べると

０.６ポイント下回った。 

 

地域医療構想、新公立病院改革ガイドライン等医療を取り巻く環境が大きく変化

する中で、公立病院の経営状況は極めて厳しい状況に置かれているが、地域の中核
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病院として、引き続き経営改善に取り組んでいただきたい。 

今後は、公立病院としてどうあるべきか、その役割を明確に定めたうえで職員一

丸となって意識し取り組み、良質な医療を継続して提供できる体制を構築し、市民

に信頼され選ばれる自立した病院として発展していくことを期待している。そのた

めには、職員が情報交換・情報共有しつつ、職員の健康状態や勤務状況にも一層の

配慮をしていただきたい。 

 

平成２８年度の決算審査においては次の点を要望する。 

 

１ 経営指標の改善に向けて    

  市立病院第２次改革プランを引き続き推進し、経営改善及び意識改革に努め、

外来患者数、入院診療単価は低下したものの、外来患者の１人当たり単価は増加

した。病床利用率も目標値を下回ったものの着々と近づいている。また、入院患

者数、病床利用率、救急受入件数は向上し収入は増えた。しかし、経費はやや減

少したものの、制度改正等に伴う給与費の増加や材料費が増加したこと等により、

収入は増えたもののこれを超える支出が増えた。その結果、純損失は前年度の２

億２,６０２万３千円から、今年度は３億３,８２０万５千円と増大した。また、

当年度末未処理欠損金は８５億８,３４９万５千円となっている。単年度の現金ベ

ース収支では前年度の１億９,４９２万９千円の黒字から、今年度は４,８８６万

３千円の黒字となった。今年度は経営努力による経費の削減、医業収益の増加は

あるものの、給与費等の増加によりそれを上回る支出となった。経営努力による

改善は認められるものの、今後も更なる収益の向上と支出の抑制を図り、平成２

９年３月に改定された新改革プランが着実に実行されることを期待する。病院の

将来像を見据えつつより一層の努力を望みたい。 

収益については、救急医療の更なる充実を図るとともに、効率的な病院運営を

めざし、医業収益の更なる向上を期待したい。費用については、引き続き、薬品

等の在庫管理の徹底を図るとともに、光熱水費や委託経費についても内容及び方

法を十分に精査して経費削減に努めて頂きたい。 
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２ 地域医療連携の一層の推進について 

  急性期、中核病院としての役割を果たしていくため、地域のかかりつけ医との

連携に力を入れており、そのことは紹介率、逆紹介率の向上として結果に現れて

いる。救急車受入件数の増加も含めて、収益の改善に貢献している要因と認めら

れる。第２次改革プランの成果が現れてきていると評価できる。今後もより一層、

地域との連携を密にして、市民に選ばれる病院として発展していくことを期待し

たい。 

 

３ 医療機器の更新について 

医療機器の更新に関しては、更新時期の適正化を図り順調に進められているも

のと認められるが、今後は機器更新による効果について、利用状況、診療点数、

診療報酬への影響等の分析、検証を行うことにより、経営改善のためのひとつの

指標となっていくことを期待するものである。 

   

□注  主な経営指標については、市立病院第２次改革プランの目標数値と比較するた 

め消費税込の決算数値により算定した。このため、地方財政状況調査に基づく

暫定数値とは一致しない場合がある。 
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参 考 

収 益 的 収 入 及 び 支 出 等 の 推 移 
（単位：円：％） 

7,075,992,971 6,910,857,396 6,606,359,529 165,135,575 2.4

4,455,841,893 4,417,841,062 4,192,826,706 38,000,831 0.9

2,375,712,223 2,256,493,146 2,166,104,510 119,219,077 5.3

244,438,855 236,523,188 247,428,313 7,915,667 3.3

負担金
交付金

727,914,000 741,787,000 551,338,000 △ 13,873,000 △ 1.9

補助金 160,000,000 110,000,000 69,000,000 50,000,000 45.5

2,306,000 2,329,000 1,661,000 △ 23,000 △ 1.0

389,975,000 386,861,000 398,440,000 3,114,000 0.8

1,280,195,000 1,240,977,000 1,020,439,000 39,218,000 3.2

8,716,076,544 8,502,797,730 8,101,986,467 213,278,814 2.5

4,398,485,225 4,214,010,613 3,918,947,444 184,474,612 4.4

一般会計
繰 入 金

国 庫 補 助 金

都 補 助 金

合 計

          年    度

  内    訳
平成２８年度 平成２７年度 平成２６年度

増減額

職 員 給 与 費

その他医業収益

繰
入
金

医 業 費 用

比率

対 前 年 度

医 業 収 益

内
　
訳

入 院 収 益

外 来 収 益

 

 


